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１．授業の概観，状況及びシラバス 

 本授業は，中学校技術１種免許状を取得す

るための必修科目である。２回生後学期に開

講している。これまで３回生前期開講の技術

科教育法３（教育実習関連の内容等）を担当

していた。今回が初めての授業担当となる。

これまで，技術科教育法で「材料と加工の技

術」の内容で実施したものはなかった。専門

教科の金属加工法と木材加工法では授業時数

の関係上，実施することができなかった内容

を今回の授業で実施するととした。シラバス

を表 1 に示す。 

表１ シラバスの内容 

 

授業は課題を与え，その情報を共有しなが

ら授業進行を行った。材料の強度について少

しでも，専門教科になじむことや理解を高め

るために，時間外学習を促すことにしている。

授業評価は課題を中心に評価した。 

 

２．授業評価方法 

評価はディプロマ・ポリシー（以下ＤＰ）

による授業評価を使用した。受講人数は７名

である。内訳は技術教育専攻３名，小学校サ

ブコース３名，初等教育教員養成課程１名で

ある。 

 

３．授業評価結果 

 ＤＰのアンケート結果を図１に示す。回答

数は５名である。 

 

図１ DP についての回答結果 

 

知識・理解：教育と教職に関する確かな知

識と，得意とする分野の専門的知識を修得し

ている」と「技能：教育活動に取り組むため

の十分な技能を身につけている」では，５名

が肯定的に回答している。この教科の学習目

的でもあるので，授業者としては目標達成が

できていると考える。 

「思考・判断・表現：教育現場で生じてい

るさまざまな現代的諸課題について，専門的

な知見をもとに，その対応方策を理論に基づ

いて総合的に考え，その過程や結果を適切に

表現することができる」や「興味・関心・意

 授業内容 

１ 授業の概要 

２ 材料と加工の技術の教材について 

３ 設計と強度について（ﾍﾟｰﾊﾟｰﾌﾞﾘｯｼﾞｺﾝﾃｽﾄ） 

４ 設計と強度について(ｽﾄﾛｰﾌﾞﾘｯｼﾞｺﾝﾃｽﾄ) 

５ 設計と強度について(ﾊﾟｽﾀﾌﾞﾘｯｼﾞｺﾝﾃｽﾄ) 

６ 材料の強度特性について 

７ 引張試験片の製作 

８ 実験（引張試験） 

９~

１２ 
３DCAD ソフトウェアの演習 

１３ ３Ｄプリンタの設定 

１４ ３Ｄプリンタによる製作 

１５ まとめ 



欲，態度：教師としての使命感や責任感を持

ち，自己の課題を明確にして理論と実践とを

結びつけた主体的な学習ができ，自主的に社

会に貢献しようとする」においても，肯定的

に回答している。  

 「この授業で出された課題や予習・復習の

ために，授業時間外に費やした学習時間は平

均で一週間に何時間程度ですか。」の質問では

平均：２時間であった。 

授業内容の難易度の質問については全員が

「適切である」と回答した。 

評価点は８０～８５点を全員に付与した。 

 

４．課題解決型の授業について 

中学校技術分野で実施してるブリッジコン

テストは１種類の材料を取り上げている。経

験を積んでおくことを考慮して，今回は３種

類の材料を取り上げた。学生らは制約条件の

下で作製するので，苦労したようである。コ

ンテストであるので，自分の作品の耐荷重が，

予想以上の場合は喜び，予想より低い場合は

落胆している様子であった。パスタブリッジ

コンテストの様子を図２に示す。 

 

図２ パスタブリッジコンテスト 

 

図３ 引張試験片の様子 

つぎに，材料の引張試験を行った，木材，

プラスチック，金属の引張試験片を作製し，

引張試験機で破壊の様子を観察させた。学生

らは工学的な材料試験を見たことがないので，

興味津々で取り組んでいた。引張試験の前と

後の材料の様子を図３に示す。 

最後が３ＤＣＡＤを使用した設計と３Ｄプ

リンタを使用したものづくりである。中学校

の生徒でも使いやすい３ＤＣＡＤソフトを使

用した。３ＤＣＡＤソフトウェアの外観を図

４に示す。 

 

図４ ３ＤＣＡＤソフトウェア 

生活に役立つもので，各長さ 50mm 以内の

立方体で設計をさせた。使い方のマニュアル

と動画を用意していたので，学生は容易に設

計していた。また，これを使用することによ

り，２Ｄと３Ｄのもの見方を学習することが

できる。「材料と加工の技術」に関連する学

習において課題解決型の内容にすることは学

生にとっては興味・関心が高まり，新規的な

ことでそれが持続しているように思える。技

術専攻以外の受講生についても本人の受講意

思であり，学習態度はよいものがあった。 

 

５．おわりに 

材料の強度と３ＤＣＡＤと３Ｄプリンタの

内容で授業構成したことは，学生にとっては

興味深く，新規性があったと考える。来年度

以降，学生が技術の教員になったとき生徒ら

に興味・関心を高め，課題解決能力を育成で

きるように内容を精査していく予定である。 


